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第２外国語としてのフランス語を
発音する学習者の母音挿入について
Vowel epenthesis in learning of French as a second language by Japanese students

● 12月07日 （水） 12:10〜12:50
（４０分間：発表25分、質疑応答15分）

● 東北大学川内北キャンパス
川北合同研究棟 １０1ラウンジ

● フランス語を学ぶ多くの人は音節に対して非常に困

難を感じているように見受けられます。フランス語を母
語とする者は音節を自然に区切ることができます。しか
し、日本語を母語とする話者は、日本語の音節構造に基
づいてフランス語を発音しようとするので、しばしば区
切り方を誤ってしまいます。よくある間違いは「音挿
入」です。これは言葉の発音、とくに子音連結を単純化
するために子音の間に母音を挿入してしまう現象です。
この発表では日本語への借用語と第２外国語としてのフ
ランス語の発音を比較してご紹介します。
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